
短期特別課題 漢字かな交じり書を学ぶ

調
和
体
を
書
く
（
15
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
三
月
二
十
四
日
（
必
着
）
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◆ 

書
道
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
大
別
し
て
「
漢

字
」「
か
な
」「
漢
字
か
な
交
じ
り
書
」
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

現
代
日
本
の
文
章
表
現
は
全
て
漢
字
か
な

交
じ
り
書
で
す
が
、
こ
こ
で
は
芸
術
的
創

作
作
品
を
指
し
、「
調
和
体
」「
近
代
詩
文
」

と
し
て
書
展
の
一
部
門
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆ 

読
め
る
書
と
し
て
人
気
を
高
め
て
い
ま
す

が
、
古
典
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い
故
に

書
法
は
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各
団
体

で
新
和
様
・
新
書
芸
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

呼
称
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

今
回
の
お
手
本
は
、
前
会
長
奥
村
憲
照
先

生
が
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会
に
関
係

し
て
い
た
頃
の
新し

ん
わ
よ
う

和
様
の
お
手
本
で
す
。

本
誌
初
登
場
で
す
。

◆ 

好
評
に
つ
き
今
年
も
続
け
ま
す
。
工
夫
し

楽
し
ん
で
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕

　
早
春
の 

流
水
早
し 

猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
解
説
〕

① 

可
読
性
を
大
切
に
。

②
変
体
仮
名
・
連
綿
は
な
る
べ
く
控
え
る
。

③ 

構
成
を
工
夫
し
て
み
よ
う
。

※ 

「
憲
照
か
く
」
は
ご
自
分
の
名
を
お
書
き

下
さ
い
。
印
の
な
い
方
は
赤
ペ
ン
で
□
を

書
き
入
れ
て
下
さ
い
。

奥
　
村
　
憲
　
照
　
先
　
生
　
書

▼ 

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼ 

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　3 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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★
才
能
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
（
一
八
七
七
〜
一
九
四
四

）

　
　
ロ
シ
ア
の
作
家

　
積
極
的
に
生
き
た
人
だ
け
が
、
自
ら
の
才

能
を
発
見
で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
経
験
は
、
と
き
に
人
間
を
無
力
に
し
ま

す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
習
慣
、
ぬ
る
ま
湯
か
ら

抜
け
出
せ
ず
、
惰
性
に
よ
っ
て
つ
い
行
動
し

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
未
知
へ
向
か
っ
て
歩

き
出
す
と
こ
ろ
か
ら
才
能
は
生
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
孤
独
は
優
れ
た

　
精
神
の
持
ち
主
の

　
運
命
で
あ
る

★
芸
術
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
近
松
門
左
衛
門
（
一
六
五
三
〜
一
七
二
四

）

　
　
江
戸
時
代
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
作
者

　
今
月
の
課
題
、
芸
術
と
い
う
も
の
は
…
こ

れ
は
、
近
松
門
左
衛
門
が
唱
え
た
と
さ
れ
る

「
虚き

ょ
じ
つ実

皮ひ

膜ま
く

」
を
わ
か
り
や
す
く
解
釈
し
た

も
の
で
す
。
虚
実
は
虚
構
と
事
実
、
皮
膜
は

皮
膚
と
粘
膜
。
つ
ま
り
は
区
別
で
き
な
い
ほ

ど
の
微
妙
な
違
い
で
あ
り
、
芸
術
の
繊
細
さ

を
よ
く
表
し
て
い
る
言
葉
で
し
ょ
う
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
人
間
の
心
の
奥
底
へ

　
光
を
送
る
こ
と
が

　
芸
術
家
の
使
命
だ

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼
師
範
＝
行
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

今
月
は
行
書
で
す
。「
書
は
習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
の
言
葉
通
り
、
ペ
ン
を
持
つ
時
間
を
多
く
す
る
こ
と
が
大
切
。
書

け
ば
書
く
ほ
ど
リ
ズ
ム
が
わ
か
り
、
書
く
こ
と
が
楽
し
く
な
れ
ば
上
達
は
早
い
。

の
び
や
か
に

書
写
体

�
�
�



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　3 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
解
〕
色
と
り
ど
り
の
絵え

草ぞ
う

紙し

を
並
べ
た

店
先
に
春
風
が
吹
い
て
、
絵
草
紙
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
。
そ
れ
ら
の
絵
草
紙
の
上
に
置
か

れ
た
お
も
し
（
鎮
）
に
春
の
日
が
光
る
。

〔
鑑
賞
〕〈
絵
草
紙
〉
江
戸
時
代
に
刊
行
さ

れ
た
、
か
な
文
字
で
書
か
れ
た
絵
入
り
の
本
。

女
性
や
子
供
を
対
象
と
し
た
通
俗
読
み
物
。

〔
古
筆
参
考
〕

〔
解
説
〕
級
位
〈
　
　
〉
の
書
き
出
し
は
、

〈
　
　
〉
か
ら
続
け
る
気
持
ち
で
、
つ
き
当

て
て
か
ら
戻
す
よ
う
な
書
き
方
を
す
る
と
よ

い
。

◆
４
月
課
題
予
告

　
世
の
中
は
三
日
見
ぬ
間
に
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大お

お

島し
ま

蓼り
ょ
う

太た

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

絵
草
紙
に尓

鎮し
川

お
く
店み

せ

や
春者

る

の
風

絵
草
紙
に尓

鎮
お於

く
店三

せ

や耶

春
の乃

風可
世

絵ゑ

草ざ
う

紙し

に
鎮し

づ

お
く
店
や
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高た

か

井い

几き

董と
う

）

尓に於お耶や者は乃の

（州）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
三
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簗や

な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

和
い

泉
ずみ

式
しき

部
ぶ

続
ぞく

集
しゅう

切
ぎれ
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〔
歌
意
〕
遥
か
に
見
渡
す
と
か
な
た
の
山
の

麓
は
霞
み
、
水
無
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
。
今

ま
で
夕
べ
の
趣
は
秋
に
限
る
な
ど
と
、
ど
う

し
て
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
春
の
夕

べ
の
風
景
も
す
ば
ら
し
い
で
は
な
い
か
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

だ
に尓

あ
き支

は
な
き支

に尓

こ
そ
な奈

け介

　
　
よ
の
な
か可

を
お於

も
ひ
す春

つ徒

ま万

じ
き支

さ佐

ま万

に尓

し

　
　
て天

こ
と
な
る
事
な
き支

を
と
こ
の
も
と
よ
り利

わ
れ

　
　
に尓

す須

て
よ
と
い
ひ日

た
る
に尓

し志

ら
く
も毛

の
し
ら
ぬ
や
ま万

ぢ
を
た多

づ徒

ぬ
と
ん

（
も
）

た多

に尓

・ 

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋩
と
㋥
、

㋩
と
㋬
、
㋭
と
㋬
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・ 

●
密
の
部
分
大
切
。

・ 

○
余
白
大
切
。

・ 

→
指
向
性
大
切
。

◆
４
月
課
題
予
告

　
ほ
と
と
ぎ
す
声こ

ゑ

待
つ
ほ
ど
は
片か

た
を
か岡

の

　
も
り
の
し
づ
く
に
立
ち
や
ぬ
れ
ま
し

　
　

　
　
　

見
わ
た多

せ
ば八

山や
万

も
と
霞可

須

む
水
無
瀬
川

ゆ
夕

ふ
べ遍

は八

秋
と
な奈

に尓

思於
无

ひ避

け介

む牟

　
　
　



は が き 課 題

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　3 月 24日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　�（
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  8  −

雛
祭
り
も
賑
や
か
に
行
わ
れ
た
様
子
で

何
よ
り
で
す
。
散
歩
の
途
中
、
川
沿
い
の

土
手
に
土
筆
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ま
だ

小
さ
い
で
す
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
も
う
少
し
暖
か
く
な
っ
た
ら

子
供
達
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締
切
り
　

3
月

2
4
日（

必
着
）

〔
読

み
〕

清
坐

し
て

心
賞

を
契 ち

ぎる

〔
大

意
〕

�心
を

清
浄

に
し

て
端

坐
し

て
い

れ
ば

自
ず

か
ら

良
き

心
象

が
生

ま
れ

て
く

る
。

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（楷書）

準初段から師範まで

〔
出
典
〕

書
譜

（
６

８
７

）　〔
筆
者
〕

孫
過

庭
（

６
４

８
？

〜
７

０
３

？
）

〔
読
み
〕

草 そ
うに

通 つ
う

ぜ
ざ

れ
ば

、
殊 こ

とに
翰 か

ん（
札 さ

つに
）

非 ひ

な
り

。

−  9  −

　　

�不　　　通　　

�

　

����草　　　　

�殊　　　

�非　　　　

�翰



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締
切
り
　

3
月

2
4
日（

必
着
）

〔
出

典
〕

高 た
か

く
わ

ら
ん

こ
う

桑
闌

更

〔
句

意
〕

春
の

一
日

、川
船

で
行

く
と

、両
岸

か
ら

雲 ひ
ば

り

雀
が

し
き

り
に

鳴
き

立
つ

、の
意

。

川
かはふね

船やひばり鳴
なき

たつ右
美き

ひ
悲

だ
多

り

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書　　 新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出
典
〕

大 お
お

と
も

の
や

か
も

ち

伴
家

持

〔
歌
意
〕
吾

が
庭

の
い

さ
さ

か
な

竹
む

ら
を

吹
き

渡
る

風
の

音
の

幽 か
す

か
な

今
宵

で
あ

る
こ

と
よ

。

わが
可

屋
や

戸
登

のいささゝ群
無ら

竹
多希

吹
ふ具

く風の
乃

　　　　音のか
可

そ
曽

けき
支

この
能

夕か
可

も

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  10  −



一般部毛筆細字課題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り
　
三
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  11  −

〔�

条
幅
解
説
〕
線
質
の
強
さ
と
美
し
さ
を
意
識
し
て
！

＝

腕
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
よ
く
、
ダ
ラ
ダ
ラ

で
な
く
タ
ッ
タ
…
と
歯
切
れ
よ
く
運
筆
し
て
み
て
下
さ

い
。

　
　
梅・

の
蕾
が
い
く
つ
も
枝・

か
ら
顔
を
出
し

　
　
開
花
が
待・

ち
遠
し
く
て
な
り
ま
せ
ん

　
　
三・

分
咲
き
に
な
り
ま
し
た
ら
真・

っ
先
に

　
　
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
お
越
し
下
さ
い

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
雨
が
上
が
り
、

山
に
雲
が
か
か
り
夕
日
に

覆お
お

わ
れ
て
い
る
。
江
に
草

が
茂
っ
て
小
橋
に
ま
で
草

の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
。

初
出
品
の
方
へ

　 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

山
さ

ん

う

ん

し

ゅ

く

う

ざ

ん

じ

つ

を

こ

め

雲

宿

雨

籠

残

日

江
こ

う

そ

う

ふ

こ

う

し

ょ

う

き

ょ

う

に

み

つ

草

浮

香

満

小

橋



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3 月24 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −

１

１

１

１

１

２

１
１

１

２

２

２

２

３

２

３

４

５
６ ２



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3 月24 日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  13  −



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3 月24 日（必着）

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
入
〜
１
級

い
ぬ

い
ろ

わ

く
び

つ
（
け
る
）

は
な

マ
ン

カ
イ

に
わ

か（
い
）

あ
か



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3 月24 日（必着）

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

−  14  −−  15  −

エ
キ

メ
イ

カ
ク

ニ
ン

カ
イ

ソ
ク

デ
ン

シ
ャ



▼小三年以下の課題　　小
お

　沢
ざわ

　三
さん

　華
か

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　村
むら

　井
い

　淳
じゅん

　光
こう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　3 月 24 日（必着）

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16−

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

し

も

か
い

か

ろ
う

し
ん

き
ゅ
う

あ
ん

や
く

ち
く

ぎ

せ
い

じ

う
つ

せ
ん

こ
く

ば
ん

と

か

し
ょ

と
も
な

け
ん

と
う

ち
ゅ
う



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3月 24 日（必着）

−  17−

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
二
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3月 24 日（必着）

−  18−

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
香こ

う

　
竹ち

く

　
書



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3月 24 日（必着）

−  19−

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
奥お

く

　
村む

ら

　
暢の

ぶ

　
之ゆ

き

　
書
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